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◎シベリウス 交響曲第 5 番の簡単な分析 

 

＜主題以外で特徴的な語法＞ 

●ゆりかごの和声 

●音型の細分化（分解プロセス） 

●平行 3 度 

●突然の転調 

●音階的和声上行（下行） 

●倚音 

 

 

＜第 1 楽章＞ 

B.1-35 主部 

 B.1-17 第 1 主題部（第 1 主題と推移） 

 B.17-35 第 2 主題部（第 2 主題と終結部） 

B.36-71 確保 

 B.36-51 第 1 主題の確保（第 1 主題と推移） 

 B.52-71 第 2 主題の確保（第 2 主題と終結部） 

B.72-105 展開部 

 B.72-90 第 2 主題の変形によるフーガと解体、第 2 主題によるモノローグ 

 B.90-105 第 2 主題による展開 

B.106-586 再現的部分とスケルツォとトリオ（218～） 

 B.106-113 第 1 主題の再現 

 B.114-141 第 1 主題の変形によるスケルツォの開始 

 B.142-217 第 1 主題の変形によるスケルツォの展開 

 B.218-257 トリオの開始 

 B.258-273 トリオ主題による展開 

 B.274-321 第 2 主題の展開 

 B.322-454 トリオ主題の展開と解体 

 B.455-496 第 1 主題の闖入、終結部モティーフなどによる展開 

 B.497-586 コーダ 

 

 

もともとは独立した２つの楽章（モデラート楽章とスケルツォ楽章）で、それを１つの楽章に改訂したの

が、この第 1 楽章。そのこともあって、独特の複雑な形式になっています。後半のスケルツォ部分も、前

半部分と共通の主題を使うなど完全に融合されて組み立てられており、もともと別の楽章だったことを感
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じさせないばかりでなく、独特の形式完成度を持つ味わい深い楽章に仕上がっています。大局的に見れば、

全体的に徐々に accelerando する形となっています。 

 

では、順番に。 

 

●B.1-2 

 
変ホ長調の主和音（ただし転回されている）から開始、すぐに第 1 主題（「主題 A」）が出ます。 

この第「1 主題 A」で重要なのは、F-B の 4 度の関係。これらは全曲にわたって重要な位置付けとなりま

す。 

＜演奏上の注意＞ 

全曲を位置付ける主題だけに、冒頭の B 音からはっきりと、明確に伴奏よりも目立たせて演奏することが

必要です。 

 

●B.1-11 

 

冒頭の和声は非常に重要です。10 小節目の前半までは、２つの和音が行ったりきたりするだけであること

がわかります。仮に「ゆりかごの和声」と呼ぶことにしましょう。この交互和声は全曲にわたって展開さ

れるのです。この和声の交替は、まさに呼吸なのです。 

また、この和声の中で、マンドラとチェロが「平行 3 度」で「音階的下行」を行っていることも見逃して

はなりません。 

冒頭の「ゆりかごの和声」は 10 小節目で解決に向かいます。明らかに変ホ長調の主和音を目指しますが、

11 小節目で、Es-Ges-C という思いもかけない方向に行き着いてしまいます。この Ges 音は、はじめて出

現する変ホ長調音階以外の音でもあります。 

＜演奏上の注意＞ 

和声の緊張感が交替します。譜面には明示していませんが、Es-G-B の主和音よりも Es-F-C の和声の方を

緊張感高く演奏することにします。音量もそうですが、音色で変化をつけるように。また、11 小節目の和

声は Es よりも Ges、C を意識します。 
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